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お わ り に
我々は来談者への共感的理解 ･受容 ･尊重の
大切さを学んで久しい｡それと並行していま必
要なのは専門を少しずつ異にするスタッフどう
しのそれであろう｡それなくしては,たとえ器
やマニュアルが出来たとしても,血のかよった
ものにはなり得ないのではないだろうか｡柔軟
でぬくもりのある場をつくりあげるために,そ
のバックボーンとしての ｢健康科学｣の発展が
待ち望まれるところである｡ ひとつひとつの面
接を丁寧に積み重ねてゆくしかないカウンセ
ラーとしてはいささか身丈にあわないスケール
の人きな夢を書いてしまったような気 もする
が,ひたすら祈ること,願うことの大切さだけ
はこれまでの仕事のなかで疑うべ くもなく ｢実
感｣ してきたことなのである｡
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